
令和２年度シラバス（理科） 

学番７  新潟県立新潟北高等学校 

 教科（科目） 理科  （ 生物基礎 ） 単位数 ２ 学年 １ 学科 普通科 

使用教科書 
高等学校 改訂 新生物基礎 

(第一学習社) 
副教材等 

改訂 ネオパルノート生物基礎（第一学習社） 

学 習 目 標 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもって観察、実験

などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則を

理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

指導の重点 
中学校で履修済の「理科」より、生物関連の内容との関連性に触れながら指導を行う。 

問題演習や実習を適宜取り入れる。 

学    習    計    画 ５０分 時数計７０ 

月 単  元  名 学    習    内    容（指導内容） 時数 

４ 

第１章 生物の特徴 

第 1節 生物にみられる多様性 

と共通性 

1.生物の共通性の由来(1) 2. 生物の共通性の由来(2) 

3.細胞構造の共通性と多様性 4.真核細胞の構造 ６ 

５ 
第 2節 細胞とエネルギー  1.代謝と酵素 2.ｴﾈﾙｷﾞｰと ATP 3.光合成 4.呼吸 

5.ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱと葉緑体の起源 
８ 

６ 

第２章 遺伝子とその働き 

第 1節 遺伝子と DNA 

1.遺伝子・染色体・DNA 2.DNAの構造 3.DNAの複製と分配 

 ６ 

７ 
第 2節 遺伝子の働き 

 

1.ﾀﾝﾊﾟｸ質の構造と働き 2.遺伝子の発現とﾀﾝﾊﾟｸ質合成 

3.細胞と遺伝子の働き 

６ 

計 26 

９ 
第３章 体内環境と恒常性 

第 1節 生物の体内環境 

1.体液とその働き 2.体液の循環 3.体液の濃度調節 

4.肝臓の働き 
８ 

１０ 
第 2節 体内環境を維持する 

しくみ 

1.体内環境の調節のしくみ 2.自律神経系の働き 3.ホルモンに

よる体内環境の維持 4.血糖濃度の調節 5.体温の調節 ８ 

１１ 
第 3節 生体防御 

 

1.生体防御 2.自然免疫 3.獲得免疫 4.免疫と医療 
８ 

１２ 
第４章 植生の多様性と生態系 

第 1節 植生と遷移 

1.植物と環境 2.さまざまな植生 3.植生の遷移(1) 

4. 植生の遷移(2)  

４ 

計 28 

１ 
第 2節 気候とバイオーム 

 

1.気候・降水量とﾊﾞｲｵｰﾑ 2.世界のﾊﾞｲｵｰﾑ 3.日本のﾊﾞｲｵｰﾑ 
６ 

２ 
第 3節 生態系と物質循環 

第 4節 生態系のバランスと保全 

1.生態系 2.生態系の物質循環とエネルギーの流れ 3.物質循環

1.生態系のバランス 
６ 

３ 
 2.人間活動と生態系(1) 3.人間活動と生態系(2) 

4.生態系の保全 

４ 

計 16 

 

評価規準 

 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

日常生活と社会との関

連を図りながら生物や

生物現象に関心をもち、

意欲的にそれらを探究

しようとするとともに、

科学的な見方や考え方

を身につけている。 

生物や生物現象の中に

問題を見いだし、探究

する過程を通して、事

象を科学的に考察し、

導き出した自らの考え

を的確に表現してい

る。 

観察・実験の基本操作を

習得するとともに、それ

らの過程や結果を的確に

記録、整理し、生物や生

物現象を科学的に探究す

る技能を身に付けてい

る。 

生物や生物現象につい

て、基本的な概念や原

理・法則を理解し、知

識を身に付けている。 

 

評価方法 定期考査（中間・期末考査）や授業への取り組み方、提出物や出席状況を考慮して総合的に行う。 

担当者からの一言：生物に関する基本的なことを学習します。提出物はきちんと取り組んだものを、期限を守って提出してください。 

 


